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〔PC-SODの第Ⅲ相臨床試験プロトコルに関する論文発表のお知らせ〕 

 

 当社が開発を進めるレシチン化スーパーオキシドディスムターゼ（PC-SOD）の第Ⅲ相臨

床試験プロトコルに関する論文が、欧州臨床腫瘍学会（ESMO）が発行する国際的な医学誌、

ESMO Gastrointestinal Oncologyに採択され、この度掲載されましたのでご報告いたしま

す。 

本試験は、オキサリプラチンを含む mFOLFOX6 療法を受ける大腸がん患者を対象に、

前期第Ⅱ相臨床試験で示された PC-SODによる化学療法誘発性末梢神経障害（CIPN）予防

効果を検証するものです。下記論文が国際的な医学誌に採択・掲載されたことは、本試験に

対する国際医学界の関心の高さを示すものと考えております。 
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PROSPER: A phase III trial of lecithinized superoxide dismutase to prevent 
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ESMO Gastrointestinal Oncology 2026年 9月 オンライン版 

(ESMO Gastrointestinal Oncology 2026, volume 13, 100353; 
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 「PC-SOD（LT-1001）」は、当社独自の DDS技術を用いたバイオ医薬品であり、様々な

疾患の原因の一つとされる活性酸素を消去できる画期的な新薬です。CIPNはオキサリプラ

チン（大腸がんなどの治療に必要不可欠な抗がん剤）による副作用の一種で、オキサリプラ
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チン投与後にしびれなどが生じ、重篤な場合には抗がん剤の投与を中止したりしびれが後

遺症として一生残ったりすることになり、臨床現場で大きな問題となっています。現在、

CIPNを予防する方法はありません。当社は、CIPNの発症機序に活性酸素が関与している

点に着目し、動物実験で PC-SODがオキサリプラチンによる CIPNを予防することを確認

しました。さらに前期第Ⅱ相臨床試験を実施し、一部評価項目において有効性が示されたこ

とから、第Ⅲ相臨床試験を昨年 8月に開始いたしました。 

 本開発の進捗につきましては、今後も適時お知らせいたします。 
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